


























































・毎年 7 月 31 日、8 月 1 日に開催される 
・31 日の 22 時頃から 5 本のキリコが行進を始め、神輿の海上渡御と同時に御陣乗太
鼓の奉納打ち 
・8 月 1 日（日）は 14 時 40 分頃より、神輿の海上渡御、御陣乗太鼓の奉納打ち 
 



















・新潟県佐渡島	 「鼓童」	 和太鼓	 →	 約 60 人 
・秋田県田沢湖町	 「わらび座」	 農村劇	 →	 約 100 人？ 















































































・舞台に立つためには 10 年を要するというのは、一般大衆に広まるには長すぎる 
 
6）和太鼓チームを見た印象 
 
＜御陣乗太鼓保存会＞…伝統的な和太鼓 
 
・輪島市の名舟集落の住民全員が保存会のメンバーとなっている。依然として強固な
コミュニティが維持されている。これは、過疎化が深刻化している能登半島でも例
外的と思われる。名舟集落の人口減少あるいは集落戸数の減少は、周辺の他の集落
と比べると深刻度は小さいと思われる。御陣乗太鼓は名舟集落の人々にとって、一
定程度の収入ともなっているし、またまちづくり、村おこしの資金も提供している。
ただ、今後は少子化がさらに進展すると予想されるため、御陣乗太鼓の将来は油断
できない。 
 
＜打族＞…創作太鼓 
・かつてのコミュニティに存在していたはずの異なった年齢層間の交流が和太鼓を通
じて一部では生じている→コミュニティの喪失した社会における対話の可能性は
あるが、対話が行われていないかもしれない：よりインテンシブな調査が必要だろ
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